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　○出席   　Rリモート出席　Mメーキャップ

　　主　　題（2022/2023）
国 際 会 長	：	 輝かそう、あなたの光を

アジア太平洋地域会長	：	 新しい時代とともに、エレガントに変化を

西 日 本 区 理 事	：	 原点を知り将来に生かす（立ち上がれワイズモットーと共に）

中 部 部 長	：	 明るく　清く　美しく　―よき隣人として（Befriending）

名 古 屋 ク ラ ブ 会 長	：	 empathy( エンパシー ) 共感する力を高めよう（他者の靴を履いてみる）

2022 〜 2023　4 月号　(No915）

在　　籍	 17 名

第 1例会	 9 名

　　メネット	 0 名

　　ゲスト・ビジター 	 1 名

第 2例会	 5 名

　　メネット	 0 名

　　ゲスト・ビジター	 0 名

メーキャップ	 3 名

出席率	 92%

3月クラブ出席 B　　　F

切手	 1928pt

現金	 0pt

小計	 1928pt

切手	 1992pt

現金	 0pt

合計	 1992pt

3
月

7
〜
3
月
累
計

小　尾	 　

加　藤　	○	 R

川　口	 M 	　

河　部	 　 	

川　本	 ○ 	　

木　本	  

久保田	 　

塩　田	 R 	

鈴　木		

相　馬	 ◯ 	 R

谷　川	 R 	 

戸　田	 ◯ 	 R

中　村	 M 	 

西　村	 ◦ 	 

平　野	 R 	 R 

深　谷	 M 	 

渡　辺	 ◯  	R

3 月　　個　人　出　席

第　2　例　会
と　き︰ 2023年 4月 17日（月）7:00p.m.〜 8:30p.m.
ところ：Zoom
プログラム：下半期プログラム　その他
※今期第二例会の曜日が変更になっています。ご注意ください。

　2月 7日、長く名古屋ワイズメンズクラブのメンバーであった
尾関明元ワイズの葬儀に参列させていただいた。尾関明ワイズは、
御年100歳で、礼拝の中で牧師様も、「よく生きた」とおっしゃっ
ていた。95歳まで名古屋クラブのメンバーとして、一緒に活動し、
ＩＢＣクラブのソンアンクラブとの交流会で韓国に行った際も、
私は2回ご一緒させていただいた。ワイズの例会ではいつも奥さ
まと一緒に参加されて奥さまはいつもニコニコされていた。なん
てすてきなことだろう。（また、以前の例会の会場ではみんなで机
を片付けるのにも率先して片づけられ、前回の名古屋で開催され
た西日本区大会では受付を手伝われていた。）
　60歳を過ぎて始めたゴルフは1年に100回くらいされていた
ようである。なんというパワフルで好奇心が旺盛な方なのだろう。
愛知牧場をお父様やご兄弟と一緒に開拓されて、その後、教会も、
高齢者のホームも建てられ、お葬式もご自分の建てられた教会で
行われた。戦争を経験された方の多くがそれぞれご苦労をされた
ように、尾関さんもご苦労をされてようだが、それがより強い心
の持ち主にとさせたと思う。
　優しさと強さをもち、率先してやるべきことをやり、ワイズメ
ンの鏡のような方であったと思う。わたしはそんな素敵な方を先
輩として一緒にワイズの時間を共有できたことを幸せと思う。
　名古屋クラブにはそんなすばらしい先輩がほかにもいらっしゃ
る。西日本区にも。私たちは、ワイズでそんな素敵な先輩方に出
会い、年齢に関係なくお話しできるので、ありがたいことと思う。
ワイズに誘っていただき、そのような機会を与えていただいたこ
とに感謝している。
　これからも、ワイズでの出会いを大切にしていきたいと思う。

ワイズでの出会い

　　川　口　　恵

会　　長　戸田真二

副 会 長　加藤明宏

書 　 記　川本、深谷　

会　　計　平野、谷川　
ブリテン　渡辺、戸田、平野、久保田

4 月例会プログラム

と　き：2023 年 4月 11日 (火 )7:00p.m. ～ 9:00p.m.
ところ：KKRホテル名古屋４階福寿の間・ZOOM
	 司　会	 加藤　明宏　君
開会宣言	 会　長	 戸田　真二　君
ワイズソング
聖書朗読・祈祷		  川本　龍資    君
プログラム：
　　「緩和ケア医　がんを生きる 31の奇跡」（仮題）
　　自らのがんと闘う現役医師として活躍中の
　　大橋洋平先生を迎えて
ハッピーバースディ・諸報告・ニコボックス
閉会宣言
会　長		  戸田　真二　君

今月は名古屋クラブ以外の方にも参加を呼び掛ける特
別例会です。通常の例会と場所が違い、食事の用意を
するために申し込みが必要です。
ＺＯＯＭでの出席は可。

5月号　原稿担当者
巻頭言　川本　龍資君　4月第一例会レポート　加藤　明宏君

第 1 例会　ゲスト　高崎賢一さん
3.11 東日本大震災犠牲者追悼式　3/11（土）　
　　参加者：相馬・加藤・平野・谷川
リーダー感謝会　3/21（火）　　
　　出席者：加藤・渡辺・中村・川本・相馬

第1 第1 第1第2 第2 第2



(2)

 
大橋　洋平氏　プロフィール
１９６３年三重県生まれ　東海高校卒（陸上部）三重大学医学部卒
２００３年　大阪・淀川キリスト教病院でホスピス研修
２００４年より　ＪＡ厚生連海南病院にて　緩和ケア病棟　勤務
医師生活３０周年の２０１８年６月　希少がんが発見されて手術
同年１２月　朝日新聞「声」欄に過酷な闘病生活を綴った投稿で大反響
転移から３年　「足し算命」１０００日突破
ＮＨＫ［ニュースウオッチ９］等で大反響【これまでの活動等】

4月 特別例会講師 

■ ■ ■   第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■ ■ ■

災害ボランティアの視点から見た 被災地の現状と防災対策

　卓話講師として、高崎賢一氏（名古屋みなと災害ボランティ

アネットワーク代表）を招いての防災講座が開かれました。

全国各地で起きている災害の現場から、生々しい被災地の報

告から様々な課題が見えてきます。被災地の語り部の方から

も多くのことを学び、避難所の問題や二次災害、要配慮者の

支援。そして多岐にわたるボランティア活動は、被災地の情

報共有がとても大切であることが述べられました。声をあげ

た所には人が集まります。一方、声を出せない、出ないとこ

ろには同じ状況下でも支援が入れない。公正な支援を行うた

めには、現場の状況把握の共有がとても必要であることが分

かります。

　南海トラフ地震が来れば 32万人が亡くなると想定され、

どれだけの人が被災するのでしょうか。ひとりでも多くの命

を救うには、防災意識を高めることは勿論ですが、日ごろか

ら地域で助け合えるコミュニティーを作ることの大切さを改

めて学ぶ機会となりました。高崎さんはこの講座の後も愛知

の防災関係者が集める情報共有会議に参加されるとのことで

した。

（戸田真二）

■ ■ ■   今 年 も や り ま す  ■ ■ ■

みんなで参加

しよう !!

各号に例会以外の活動報告を掲載しておりますが、全て当委員では把握できており

ません。ワイズや YMCA関係の行事に参加された方はその旨ブリテン委員にお知

らせください。宜しくお願いします。

ブリテン委員より
お願い
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■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き：2023 年 3月 20日（月）19：00〜 20：30

ところ：Zoomリモート

1.2022-2023 年度下半期　例会プログラム
月日 会場 プログラム

20
23

4
11 火 YMCA＆ Zoom ①大橋洋平氏

17 月 Zoom ②役員会

5
9 火 YMCA＆ Zoom

①吉野光汰氏
　（南生協病院　職員）
　�（クリスマス例会
サックス奏者）

15 月 Zoom ②役員会（年間計画）

6
13 火 YMCA＆ Zoom

19 月 Zoom ②役員会

　6月　�候補：和田芳子牧師（日本基督教団　東海教会）（名

古屋キリスト教社会館　チャプレン）

　　　　「愛と奉仕について」　担当（谷川）　

　　　　*�他の奉仕団体とワイズとの違いを明らかにした

い。（戸田会長）

2.4 月特別例会について　担当（加藤）

　日　時：2023 年 4月 11日（火）19：00〜 21：00

　会　場：�KKRホテル名古屋 4階　福寿の間（定員：60名）

円卓・着席形式

　・�拡大例会としての案内について　他クラブへの配信済、

グランパスから反応あり

　・山内部長　公式訪問の意向あり（複数名）

　・�ZOOM参加希望者に講演開始予定の時間をお知らせす

る（個別に対応）

　・�名簿作成、名札作成、ゲストのメルアド・住所など聞い

て、EMCにつなげる。

　・�当日の流れ（時間・役割・受付・機器など）を作成（加

藤）し、配信・確認する

　・見積書を再取得と講師との連絡確認（メールにて）（加藤）

3. 名古屋 YMCA・ワイズフェスティバル　　

　デイキャンプ交流会　　

　2023 年 4/22（土）10：30〜 15：00　戸田川緑地公園

　申し込み　4/10 まで

　�次回実行委員会　4月 10日（月）とにかく色々な人に声

をかける。関係者・昨年参加者に送信済

　�4 月 10 日までに、各役割の方が成案を作成し、確認する

方向で動いている。

4. 次年度クラブ役員及び委員の検討　　

　�　戸田会長より、2023-2024 名古屋クラブ役員案が示さ

れた。大きな変更は考えていないが、西日本区および中部

での役員等も多く、負担を少なく若干の変更を考えたいと

の事。

　�　4月以降確認の上決定する。西日本区・中部の役員は以

下の通り確認された。

　西日本区理事：深谷

　西日本区事務局長：平野

　西日本区事務局：谷川　

　西日本区地域奉仕・環境事業主任：川口

　西日本区クリスチャニティー委員：川口

　西日本区 JWF管理委員長：川本

　中部 EMC主査：渡辺

5.CS 事業　潮干狩り　昨年度の報告より

　�　潮干狩りの時期的な難しさ、収穫の少なさ、受け入れ体

制の困難さを考慮し、今期は実施しない kとを確認。交

流は継続し、別のプログラムや機会を考えることとした。

6. 台北ベータと新仁川との IBC 締結のその後　　　　

　�　課題はソンアンとの関係、南山ワイズとの引き継ぎ、引

き続き平野が南山クラブと話をつめる。

7. クリスチャニティーアンケート　3/27 まで　戸田の確認

8. その他

　・第 26回西日本区大会案内　熊本大会　

　　2023 年 6月 9日（金）〜 6月 11日（日）案内別紙

　　各自で申し込みをしてください。

　　�戸田会長は参加ができないので、代議員会は、副会長加

藤に委任予定。

　・ブリテンの原稿（毎月 20日締め切り　渡辺メンまで）：

　　5月巻頭言 (川本 )4 月第一例会レポート (加藤 )

　　�4 月ブリテンに、CS・BF 献金　計 3,000 円の協力依

頼を掲載する。

　・�3 月例会にて、行う予定であった名古屋クラブ会則承認

について、4月ブリテン発送時に、変更箇所を明確にし

た「会則案」を同封し、4月例会にて承認予定。

　　4月号：巻頭言（川口）3月第一例会レポート（戸田） 

メン
21 日		 塩田　　保　くん

メネット
１日　加藤　朱美　さん
５日　谷川　智子　さん
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　　　　　　�さて、イエスは通りすがりに、生まれつき目の見えない人を見かけられた。弟子たちがイ
エスに尋ねた。「ラビ、この人が生まれつき目が見えないのは、誰が罪を犯したからですか。
本人ですか。それとも、両親ですか。」イエスはお答えになった。「本人が罪を犯したからで
も、両親が罪を犯したからでもない。神の業がこの人に現れるためである。」

� （ヨハネによる福音書９章１～３節）　　

� 西　村　　清

　この聖書の個所は典型的な「因果応報」という考え方に

しばられた弟子たちの質問から始まります。「悪いことを

すれば悪い報いを受ける。良いことをすれば良い報いを受

ける」と、弟子たちは昔から言い伝えにとらわれていまし

た。「因果応報」の考え方は洋の東西を問わずあったよう

です。

　最近の話で、因果応報の教えを説き続ける新興宗教によ

って、人の弱みに付け込み、人を恐怖に陥れ、家族に不幸

をもたらし、家族を崩壊させています。

　イエスはこの弟子たちの質問に対して不思議な返答をさ

れます。「本人が罪を犯したからでも、両親が罪を犯した

からでもない。神の業がこの人に現れるためである」。本

人の罪か、あるいは両親の罪か、あるいは先祖の誰かの罪

か。イエスはそれらを全部否定して、そんなことは関係な

い。誰のせいでもない。「神の業がこの人に現れるためで

ある」と。神を知らない時に、人は皆問うのです。どうし

てこうなったのか。誰のせいでこうなったのか。ただ神を

信じた時に見方が変わるのです。

　目の前にある現実は結論ではない。結果としてこうなっ

たというのでもない。ここから神が御業を行ってくださる

のだ。この厳しい現実こそ神の御業が現れる始まりなんだ、

とイエスは言われるのです。

　「イエスが通りすがりに、生まれつき目の見えない人を

見かけられた」と書かれています。イエスが、この目の見

えない人に目を留められたという。人間が苦しんでいる、

悲しんでいる現実に目を留められたということ。そこに希

望があるのです。私たちは命の光を浴び、神の愛の中にい

る存在、神に愛され、支えられ、導かれれて生きている

のです。だから私たちの、この現実は結果ではないのです。

神のみ手が働く現実です。だから私たちは将来を待ち望む

ことが出来るのです。

YMCA ニュース

　４月新しい年度がスタートしました。アフターコロナ？

ですので、ユースの研修と国際交流を積極的に行いたいと

思います。全国リーダー研修会が今年は５月に倉敷市自然

の家で「YOUTH MUST GO ON 〜見えていないものが 

ほらそこに」をテーマに開催されます。夏には日韓ユース

てフィリピンとの交流も３月に実施したいと検討中です。

ユースにとっては待ちに待った交わりの機会ですので、多

くのリーダーが参加できるようご支援ください。

（中村　隆）

　毎年西日本区が目標設定しているいくつもの献金の内、クラブ会計から一律で出す献金とメン

バーの皆さんにに協力をお願いする献金があります。後者はＣＳ献金：1,500円 /人　ＢＦ献金：

1,500円 /人です。ご協力いただける方は、会計に直接お渡しいただくか下記に送金下さい。会

費納入時に送金いただいても結構です。

ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より

献金

のお願い


